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目的

科学の芽を養う。

技術の芽を養う。



方針

 身のまわりのことがらに目を向ける。

 観察して考える。

 身のまわりの材料と身のまわりの道具で作っ
て、実験する。

 家庭でも改良や工夫ができる。

 ＊単なる工作教室をさける。



理科教室の参加者の中から

ノーベル賞の受賞者が出る
ことを期待しています。



きまぐれブルブルカーとは何で
しょう？

 模型モータにちょっと工夫をこらして、振動モータ
に変化させます。

 亀の子たわしや豆腐容器など（今回はたわしを使い
ます）、身近なものの上にのせます。

 モーターを回すと、たわしが車輪がわりになって、
きまぐれブルブルカーができます。

 どっちに向かって走り出すのかな。思った方向に走
らせるには？たわしなどの他に使えるものは？など
科学のおもしろさがいっぱいのテーマです。



今日作るきまぐれブルブルカーの例です。



きまぐれブルブルカーの主な材料・1人分

 （1）振動子：1枚

 （2）振動子用ねじ：2個

 （3）モータ台用厚紙：1枚

 （4）模型モータ 1個

 （5）電池ボックス単三1本用リード線付き：1個

 （6）単三電池：1個

 （7）押しボタンスイッチ：1個

 （8）たわし：1個

 （9）モータ台固定針金：2~3本

 その他



1．モータと電池ボックスと電池
を配ります。

 まず、観察しましょう。

 （1）モータ

 （2）電池ボックス

 （3）電池

 ちょっと実験してみましょう。

 （1）電池ボックスの中に電池を入れて下さい。

 （2）モータと電池をつないでみましょう。



どうなりましたか？

 モータがまわるには電気が必要です。

 どのように配線したらいいかわかりましたか。

 モータには種類がたくさんあります。

 電池にも種類がたくさんあります。

 ＊自分でもいろいろ調べてみましょう。



2．モータを振動モータに変身！

 （1）振動子を配ります。

 ＊観察しましょう。

 穴が3個あります。位置に注目します。

 ちょっと小さな穴はモータ軸にさします。

 ちょっと大きな穴２つにはねじを留めます。



ちょっとひと休み

 振動子とは

 モータを振動モータに変身させる部品です。

 今日の一番のポイントです。

 皆さんのために自作してきました。



振動子の作り方

 主な材料（身近な材料を利用）

 アイスキャンデーの柄（幅10mmあるいは9mmく
らい、厚み2mmくらい）

 主な道具（身近な道具を利用）

 電動ドリル（錐や目打ちや千枚通しでもよい）

 ドリル錐：φ3およびφ2



作業手順

寸法をけがく 電動ドリルで穴開け

振動子が完成



いろいろな振動子を考えて下さい

 木製でなくとも良い？

 形もいろいろあるのかな？

 モータのまわり方をガタガタさせれば良い？

 他にもなにかあるのかな？



振動子にねじをつけます。

 （１）ねじを2個ずつ配ります。

 （２）大きな穴２個にねじを押し込みます。

 （手で入れにくい場合、前にドライバがあります。）

 （３）ナットで固定します。

 この振動子をモータ軸にとりつけます。

 （軸の先端あたりでよい。）

 ＊振動モータが完成！！



3．モータ用台紙厚紙を配ります

 （1）この台紙にモータと電池ボックスを取り付けます。

（両面テープで固定します。）

 注意 ① 振動モータは台紙の端につけます。

 ② 電池ボックスは反対側につけます。

 （重さのバランスをとるためです。）

＊振動モータユニットが完成！！



4．振動モータユニットをたわし
にとりつけます

 （１）台紙の幅を調節して下さい。はさみで幅を小さくして下さい。

 （２）配る針金2本で固定して下さい。

＊きまぐれブルブルカーの完成が近
づいてきました！



5．スイッチを入れて配線します

 （１）スイッチを配ります。

 観察しましょう。

 電線を巻き付ける穴が２個あります。

 （２）赤と黒のリード線を配ります。

 （先に切れ目があり、すぐに電線がでるようになってい
ます。）

 スイッチの2つの足にリード線を差して、ビニールカ
バーで固定します。

 ＊スイッチにもいろいろなタイプの物があ
ります。今日のはプッシュスイッチです。



振動モータと電池ボックスをつな
ぎます

 （１）片側の線を直接むすびます。

 みのむしクリップで結んで下さい。

 （２）他方には、スイッチの線をむすびます。

 スイッチの片側の線をモータ側の線とむすびます。皮を
むいて巻き付けます。（長さが短ければ、ワイヤクリッパ
でむきます。申し出て下さい。）

 スイッチのもう一方の線を電池ボックス側とみのむしク
リップでむすびます。

 きまぐれブルブルカーが完成です！！



6．さあ、動かしましょう！

 スイッチを押しましょう！

 どうなりましたか？



7．考えましょう！

 （１）振動子がどういう役割をしているのかな？

 （２）きまぐれブルブルカーの動きを思ったようにし
たくないですか？

 （３）気がついたことはありませんか？

 （４）こうしたいと思ったことはないですか？

 （５）その他・・・

 ＊考えることがすべて、科学の芽・技術の芽

につながります。



まとめ

 きまぐれブルブルカーを作りました。

 科学技術に関心をもってくれるお友達が増えるこ
とを期待しています。

 そして参加してくれたお友達の中から、将来ノー
ベル賞を受賞してくれるひとが出てくれることを
信じています。


